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Comparative study of Hynobiid salamanders in san・in District

大氏正己、・田口時夫、.常木和日子、

1.はじめに

Masami ouJI, Tokio TAGUCHI, Kazuhiko TSUNEKI

山陰地方に生息、するカスミサンショウウオ

属の種内分イヒに関し,発生ホ呈過の↓踵交を論ヒ

た報告はこれまでになされていない.著者ら

は,山陰地方産カスミサンショウウオ属の種

内分化に関係する研究を始めるに際して,カ

スミサンショウウオ,大山産カスミ型サンシ

ヨウウオ,オキサンショウウオ,ブチサンシ

ヨウウオならぴにヒダサンショウウオの5種

間の発生ホ呈過の↓嫩と,併せて交雑に成功し

た,オキサンショウゥオ(早) Xカスミサンシ

ヨウゥオ(合)の脛と,カスミサンショウゥオ

X大山産カスミ型サンショウゥオの正逆交雑

による脛の発生ホ茎過の↓帥交も行ってみた.そ

の結果,興味ある二三の知見か得られたので,

ここに報告することにした.

オ(H.okル加お SATO)の成体と卵塊は隠

ψ婦"五箇村福浦の産卵地で1983年3月24日採

集し,大山産カスミ型サンショウゥオ(H..P)

の成体と卵塊は鳥取県大山の標高Ⅱoomの止

水性産卵地で]983年4月29日に採集した.ま

た,ヒダサンショウゥオ(H.παebius ki仇如ae

DUNN)の成体と卵塊は1983年2月23日 ,

プチサンショウゥオ(H.παeuiuS παeuius

SCHLEGEL)の成体と卵塊は19部年4月

17日に,ともに島根県大原郡大東町の刈畑川

の溪充で採集した.採集した卵塊は 8゜C 士

1゜Cの恒温器中で酸素を十分与えた状態て

発生させ購化させ,各種間で発生ホ呈過の比較

を行った.瓣化後の幼生は変態までの間,

15゜C土 1゜Cの恒温器中で6可育管理し,種間

での成長の↓嫩を行ってみた.交雑実験は,

カスミサンショウゥオとオキサンショウゥオ,

カスミサンショウウオと大山産カスミ型サン

ショウウオとの間で行い,オキサンショウウ

オ(早) Xカスミサンショウゥオ(創との交雑,

カスミサンショウウオX大山産カスミ型サン

ショウウオとの正逆交雑の結果のみ脚力した

ので,これらの脛を前記と同じ方法で変態ま

での間飼育管理し,それぞれの発生%登過の比

較を行った.

Π.材料と方法

材料として用いた5種のカスミサンショウ

ウォ属のうち,平地止水産卵型のカスミサン

ショウゥオ(Hyπ06iuS 九ebulosuS πebulosus

SCHLEGEL)の成体と卵塊は]982年12月

29日松江市郊外で採集し,オキサンショウゥ
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表1

アarents

H. okιeπSis

H.πebulosus

カスミサンショウウオとオキサンショウウオの交雑結果

大氏正己・田口時夫・常木禾Π日子

H.okieηSιS

子

H.れebUιOSUS

1Ⅱ.結

H.η目bUιOSUS

オキサンショウウオとカスミサンショウウ

オ間での交雑はオキサンシ,ウゥオ(早)X力

スミサンシ,ウゥオ(合)の場合に限って受精

し,変態にまで成長した(表1).また,同種

間交配の場合と同様な受精率と購化率力f交卜唯

の場合も示されている.また,カスミサXシ

ヨウウオX大山産カスミ型サンショウウオの

正逆の交雑結果と,同種間交配の場合の劉青

率と蠣化率は表2に示したとおりである.そ

の結果をみると,カスミサンシ,ウゥオ(早)

X大山産カスミ型サンシ,ウゥオ(合)の場合

は劉青率と叫化率は共に正常に近く90%以上

の値を示す爪その逆の大山産カスミ型サン

ショウゥオ(早) Xカスミサンシ,ウゥオ(合)

の場合は,劉青率63.9%塒化率38.フ%とそ

の値は低く,正逆交雑の結果は同様な割合と

H.okiぞ7ιSis

NO. of

eg宮5

果

33

78

NO. of normal

Cleavaees

71

32(97.0%)

76(97.4%)

66(93.0%)

NO. of
h3土Ched larマa

はならなかった.

図1~ 3 は 8゜C 士 1゜Cの条件の下で,カ

スミサンショウウオの発生経過を基準にとっ

た時の,他の4重との発生%登過の↓畔交の結果

である.図1の結果は,嚢脛期までの発生に

要する日数は,カスミサンショウウオに比べ,

他の4種の発生の進みは早く,後期嚢脛期

(Gn)以後その進みは急、速に遅北大山産

カスミ型サンショウウオだけが,カスミサン

ショウゥオよ 1)発生の進みが早く,また平行

して類似の経過をとるが他の3種はカス

サンショウゥオに比べ川化までの日数か大幅

に遅れる.オキサンショウゥオは平衡捍の発

現まではカスミサンショウウオと似た型式を

とるが 8゜Cの水温下では,それ以後の発

生か著しく遅れることが分かり,ヒダサンシ

ヨウウォとブチサンショウウオは,発生の進

みに違いがあるものの似た型式をとることも

31四3.9%)

73(93.5%)

64(90.1%)

表2 カスミサンショウゥオと大山産カスミ型サンショウゥオの交雑結果

H.れebulosus

9

アaTerlts

H.SP
(trom Dalsen)
H.πeb?ιιOS1ιS

H.SP
(里rom Da25en)

ず

( fTom D3i5en)

H.hebulosus

H.ηebulosus

H.SP
( fzom Daisen)

NO.0士

eags

98

1 1 1

NO. of nor皿al

Cleava底e5

78

27

98(100.0%)

71(63.9%)

76(97.4%)

27(100.0%)

36

NO.0士
hatched

94(95.9%)

1且τVa

43(う8.フ%)

73(93.5%)

25(92.6%)
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カスミサンショウウオ5ネ動丕の
辧化期までの発生比較

6

T

分かった.

図2 はオキサンシ,ウゥオ(早) Xカスミサ

ンショウゥオ(公)の交細丕の発生を,カス

サンショウゥオ・オキサンショウゥオの各々

の同種間交配による脛との発生上の上踵交を行

つた結果を示した.この結果から交細丕は平

衡捍発現↓メ後の発生型式は,両親種の中間的

な経過をとることか分かった.

図3は,カスミサンショウゥオX大山産力

スミ型サンショウゥオの正逆交雑による脛と

両親種の発生ホ聖畳とのjヒ゛交を行った結果であ

る.その結果,発生速度に正逆交雑個体問て

幾らかの違いがみられるが 4者はι訓ま同様

な発生型を示し,瓣化に至る日数は交細丕の

方か両親種より早い.

図4~6は,瓣化から変態までの間の個体

別の日数と変態時の全長との関係を示したも
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のである.

図4は,5種の上陣交を行った結果を示すも

のであるがこの中,オキサンショウウォの

結果が示されていないのは,250日を経ても

変態せず,この後約20日を経て3月下旬に変

態力畝台まったためである.この図から,カス

ミサンショウウオと大山産カスミ型サンショ

ウウオとは,変態までの日数と個体の全長に

ぱ'らつきはあるか似た型か示されてお1),フ

チサンショウウオとヒダサンショウウオはこ

のぱ'らつきか左く,離れてはいるが各々集約

された型として示さ北特にヒダサンショウ

ウオは,変態までの日数と全長とがfセ種と雛

れた位置にまとまっている.ちなみに,変態

時の幼体の平均全長を示すと,カスミサンシ

ヨウウオは98.1mm,大山産カスミ型サンシ

ヨウウオは]04.9mm,オキサンショウウオ

は]25.3mm,ブチサンショウウオは]31.8mm,

ヒダサンショウウオは165.9mmである.こ

の変態時の平均全長からすると,オキサンシ

ヨウウオは5種中の中間型を示すことになる.

なお,カスミサンショウウオでは,変態まで

の日数と全長との関係は正の相関傾向にある

.
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カスミサンショウウオ属5樹丕の成長日数と全長の↓踵交

が令晦ではその様な傾向はみられなかった.

図5 は,オキサンショウゥオ(早) Xカス

サンショウウォ(合)の交雑による幼生の変態

までの日数と変態時の全長を調べた結果であ

るが両親種のうちオキサンショウウォの記

載がないものは,図4の場合と同様に,250日

を経っても変態せず,この後約20日を経て変

態力放台ったためである.ネ隹種幼生の変態と全

長とか'2ケ所に分かれた点か極めて特色ある

点であった.この図の結果をみると,カスミ

サンショウウオは変態までに要する日数は短

く,変鬼卵寺の全長も小さいがオキサンショ

ウウォは変態までに要する日数は長く,変態

時の全長も大きい.両種間雑種幼生のうち図

5の右上に分かれた2箇のX印の個体は,変

態までの日数と変態時の全長が著しく高い数

値となって示さ松両親種のうちオキサンシ

ヨウウオに似ている点が興味深い.他の種間

縮重幼生の大部分は,両親種のうちカスミサ

ンショウウォの幼生の持つ値の中間的位置に

あることも大きな特色である.

図6には,カスミサンショウウオと大山産力

スミ型サンショウウオと,その正逆交雑によ
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長日数と全長の比較

る個体の辧化から変態までの日数と変態時の数が長く,変態時の全長もやや大きい値とな

全長を比較した結果が示されてある.種間雑 つて示されている.むしろ,この雑種幼生の

種幼生のうち,大山産カスミ型サンショウウ 方が,変態時の全長は,大山産カスミ型サン

オ(早)Xカスミサンショウゥオ(合)は,両親 ショウゥオより大分大きい個体がある結果と

種の幼生の示す値のほほ中間に集約された値 なっている.

となって示されているが,その逆のカスミサ
Ⅳ結 論

ンショウウォ(早)X大山産カスミ型サンショ

ウゥオ(幻の雑種幼生は変態までに要する日 以上の結果から,山陰産カスミサンショウ
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ウォ属5種の発生ホ釜過の比較,或いは種間交

雑の有無等の事実から考察すると,高地に生

息、し,異所的に隔雜された生態環境の下にあ

る大山産カスミ型サンショウゥオは,低地辺

フk性の生息、と産卵習陛を持つカスミサンショ

ウゥオとの間で,発生ホ呈過は他種と異なりー

番近し啼蚤過をとり,交雑実.験の結果からも,

大山産カスミ型サンショウゥオ(早)Xカス

サンショウゥオの雑種の受精率・購イヒ率か'そ

の逆の場合よりも下か'り,特に卵チイヒ率は38.フ

%となっているが,交雑種の形成される点て

は一番近縁な種であること,また,大山産力

スミ型サンショウゥオは成体の体色や幼生の

斑ホ文の点で,カスミサンショウゥオと異なる

点かあるが,種内分イヒの進んだ例として,亜

種として区別される1誰女をかなり有している

種内群として,その分類学的位置に関しては

興味深いものと考えられる.この雑種艮,&

での交配の稔生の成否を待ち織倫を出したい

と考えている.

次にオキサンショウゥオの場合は,発生経

過の上で,特に尾芽脛以後或いは平衡捍発現

以後の発生の遅れかカスミサンショウウォや

大山産カスミ型サンショウゥオに比べ著しく

異なるが,交雑実験の結果,オキサンショウ

ウォ(早)Xカスミサンショウゥオの場合にの

み同種間交配の結果よりむしろ良い受精率と

晒イヒ率が示されており,正逆交配のイテわれな

い点からは,カスミサンショウゥオとかなり

雛れた類縁関係にあると考えられるが,カスミ

サンショウウォからすると,その位置は5種の

うちでは,大山産カスミ型サンショウゥオに次

く咲餅示関係にあることか想像される.この場

合は離島に生息、するところからも, j也理的隔

雛による種内分イヒの進んだものと考えられる.

然し,上す三雑種形成の点からしても,従来か

大氏正己・田口時夫・常木和日孑

らいわれているような,ブチサンショウゥオ

やヒダサンショウゥオの含まれるπαeυルS群

に入れるべきものではなく,九α6UIOSUS群に

入れるべきものであろう.この考え方からす

ると亜種としての位置づけをするならば,そ

の学名は Hν九obiuS πebUιOsus okieπSiS とす

べきであろう.

プチサンショウウオとヒダサンショウウォ

は図1の結果からもカスミサンショウゥオや

大山産カスミ型サンショウゥオとは辧化期ま

での型にかなりの違い力晴忍められる.然し,

図4に示された結果からみると,カスミサン

ショウゥオに近いのはプチサンショウゥオて

ヒダサンショウウォの場合は全く雜れた位置

に集約されている.このことは図1の結果か

らも同じ事がいえる.成体の体色や幼生の斑

紋に違いはあっても,プチサンショウゥオと

ヒダサンショウウォは以上の結果からも従来

からいわれているπα卯ルS群に入るものと考

えられる.カスミサンショウゥオからみた両

種の類縁的位置もブチサンショウゥオに次い

で,ヒダサンショウゥオが一番遠い位置にあ

ることが予測される.
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